
 

 

県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名 岩美高等学校  

重点項目 地域連携 提出日 令和 ５年 ４月 １４日 

 

１ 学校目標 

（１）郷土を愛し、鳥取県及び地域に貢献する人財を育成する。 

（２）自らを信じ、他者を敬い、礼節を重んじる人間を育成する。 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

（１）部活動を振興し、健康で心身のバランスのとれ

た人間の育成に努める。 

（２）地域と連携した学校づくりに向けて、一層の充

実に努める。 

＜数値目標＞ 

・部活動全員加入 

・「地域に貢献したい」と思う生徒の割合 →全校の

90％以上（令和３年度86.2％） 

・「地域と連携し、地域に貢献する活動が生徒の人間

力の育成に効果を上げている」と思う職員 

の割合 →85％以上（令和３年度84.8％） 

〇女子バレーボールが全国高校生総合体育大会に

出場、陸上競技部が中国大会に出場するなど活気あ

る活動を見せている。 

○生徒の自主的な地域貢献活動や公営塾、部活動の

取組等について全国紙、地方紙で記事化され、本校

教育活動の地域認知度が高まりつつある。 

＜数値結果＞ 

・部活動加入率は全校で100％。 

・「地域に貢献したい」と思う生徒の割合は 80.7％

と目標を下回った。 

・「地域と連携し、地域に貢献する活動が生徒の人間

力の育成に効果を上げている」と思う職員の割合は

93.8％と目標を上回った。 

３ 実施事業 

【独自事業】 

（１）社会で活躍する人材の育成 

ア 福祉交流活動        イ 手話技術の向上 

（２）地域を理解し地域に貢献する人材の育成 

ア 山陰海岸ジオパーク学習   イ イワッツ・ミッション（地域課題解決型探究学習） 

（３）地元との交流 

ア 海の野外活動交流      イ 農業での交流 

（４）岩美高校アグレッシブPR 

４ 総合所見（成果・評価） 

様式２ 



・岩美町観光ポスターやばばちゃん缶詰の取組など地域貢献活動に自主的に取り組もうとする生徒が増え、

その成果を進路実現に生かす生徒も見られる。 

・小学生との手話の交流学習では生徒が生き生きと活動し、自己有用感を高める契機となっている。 

・２年生の探究型学習「イワッツミッション」の取組は、３月の成果発表の事後の活動が十分でなく、３年

時での地域貢献意識の持続につながっていないことも考えられる。２年時の取組の深化を目指した３年時の

探究型学習の再構築も含め、３年間をスパンとするプログラムスキーム及びフレームがワーキンググループ

で構築され、今年度から始動する。岩美高校魅力化コーディネーターの配置を地域資源の有効な活用による

内容の深化・拡充につなげ、生徒の地域貢献意識の高まる取組にしていきたい。 

※枚数任意 


